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ＲＣ壁  高強度開口補強筋（ひび割れ防止）

ひび割れ想定線

※壁厚220mm～300mm は 補強枚数 2枚/箇所

【WIN-S B S13 1枚/箇所】

※ダブル配筋で壁筋間隔が十分にある場合は

　横向きに取り付けることができる　
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